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らフクシマへ　アレクシエーヴィチの祈り」（216-232 頁）に記されているように、2011 年
3 月に東日本大震災が起こった直後、沼野氏はロシアの作家や知識人たちから被災者に宛
てたメッセージを自身のブログに露和対訳で掲載していた。その際、『チェルノブイリの
祈り』『戦争は女の顔をしていない』などの鮮烈なドキュメンタリー文学で知られるベラ
ルーシのロシア語作家スヴェトラーナ・アレクシエーヴィチにも声をかけ、長文のメッセー
ジを受け取ることができたのだった。後にノーベル文学賞を受賞（2015 年）することにな
るアレクシエーヴィチは、当時すでに広く名の知られた作家だったが、まだ面識のなかっ
た彼女にも臆することなく知人を通じてコンタクトをとり、ほとんどエッセイと言ってい
いほどまとまった分量の文章をこの多忙な作家に書かせてしまう（しかも無報酬で！）そ
の熱意と力技はおそるべしである（本書の中では触れられていないが、ノーベル賞を受賞後、
世界中から講演や執筆依頼で引っ張りだことなっていたアレクシエーヴィチに粘り強くアプロー
チを続け、2016 年に本学での講演会を実現させたのも、沼野氏の「重いドアを開ける腕力」の真
骨頂であった）。
　「第三章 芸術編」で扱われるのは、美術、映画、服飾文化、音楽である。この射程の広さは、
沼野氏の好奇心が辿ってきた足跡をそのまま映し出している。もちろん、美術や映画に関
しては氏の専門ではなく、あくまで一般向けの解説やエッセー的な文章ではあるのだが、
たとえば現代ロシアを描いた映画の登場人物に、ロシア民話の登場人物バーバ・ヤガーを
重ね合わせるという思いがけない解釈は、専門分野を横断して探究を続けてきた沼野氏な
らではのものであろう（「『この道は母へとつづく』アンドレイ・クラフチューク監督」343-346 頁）。
また、帝政末期からソ連時代にかけて活躍したファッション・デザイナーであるナジェー
ジダ・ラーマノワの変遷を、「身体性」と「記号性」という二重の機能を持つ「衣服の二重性」
という視点から読み解き、ジャポニズムやアヴァンギャルド芸術家たちとの交差を立体的
に描き出した論考「衣服の二重性 ラーマノワの挑戦」（301-342 頁）は、（もしかすると本人
は全く意識していないかもしれないが）かつて沼野氏が駆け出しの文学研究者だった頃に取
り組んでいた同時代の作家ボリス・ピリニャーク研究からつながるものでもある。好奇心
の赴くままにあちらこちらのドアを開け続けてきたその足取りは、いつしか有機的に結び
つき、広い視野と対象への奥行きのあるアプローチを創出している。
　思えば『ロシア万華鏡』というタイトルは、これ以上な
いほど本書に似つかわしいと言えるだろう。万華鏡の中で
は、多種多様なオブジェクトが幾重にも反射し、複雑なパ
ターンが映し出される。一つ一つは断片的な図形だが、そ
れらが絡み合って偶然の模様が生まれ、一つのスコープの
中に収まって色とりどりの世界を形作る。本書の一つ一つ
のエッセイや論考は、まさに万華鏡のオブジェクトのよう
に組み合わさり、「ねえ面白そうじゃない？」と読者をいざ
なうのである。
（前田和泉）
